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１．研究計画の概要 
 
 近年、600 万年をさかのぼる化石人類が発
見されつつあるが、人類とアフリカ類人猿の
最後の共通祖先像は、未知のままである。
我々は 2005 年、約 1000 万年前の大型類人猿
の下顎骨と遊離歯をケニアのナカリ地域で
発見した。この大型類人猿は、それまで唯一
知られていた同時代のアフリカ類人猿サン
ブルピテクスと顕著に異なること、サンブル
ピテクスに比べ特殊化の程度が弱く、現生ア
フリカ類人猿と共通するいくつかの特徴を
示す。我々は、この化石類人猿を新属新種ナ
カリピテクス・ナカヤマイと命名し、ほぼ同
時代のギリシア、トルコで発見されているウ
ーラノピテクスの祖先種か、その近縁種であ
るという仮説を提唱した。ナカリピテクスは、
人類・アフリカ類人猿の最後の共通祖先にき
わめて密接に関連している可能性が高いば
かりでなく、後期中新世ユーラシア類人猿の
系統関係、古生物地理にも重要な示唆を与え
る。この研究は、ナカリにおける発掘により
化石資料を増やすこと、化石産出層の年代決
定、この地域の地質学的記載、地質学的、古
生物学的手法による古環境復元、そしてナカ
リピテクスの系統的位置の決定、その生態学
的特徴の分析を進めることを目的とした。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 計画の開始時、ケニア、ナカリにおいて、
大型類人猿化石が発見されていたものの、資
料数と保存状態の問題から、分類、系統関係
についての仮説を立てるには至っていなか

った。しかし、2006 と 2007 年度の発掘調査
により、追加資料を発見した結果、我々はこ
の類人猿を新属新種ナカリピテクス・ナカヤ
マイと命名し、ほぼ同時代のギリシア、トル
コで発見されているウーラノピテクスの直
接の祖先種か、あるいはそれに近縁な種で、
約 980 万年前頃にアフリカから西ユーラシア
へ類人猿の拡散が起こったという仮説を提
唱した。 
 その後、霊長類が豊富に出土するもう一カ
所の化石サイトも発見し、ナカリ全体で、大
型類人猿 2 種、非オナガザル小型狭鼻猿類 2
~3 種、オナガザル上科 2~3 種という、この
時期の化石産地としては例外的に豊かな霊
長類相が存在したことを明らかにした。これ
らについては、国内、国際学会で発表を行い、
現在、新種の記載論文を準備中である。 
 こうした霊長類の存在から、当時ナカリ地
域には豊かな森林が存在したことが予想さ
れたが、これを明らかにするため、奇蹄類ヒ
ッパリオンの頬歯の咬耗パターンからの食
性推定（メソウェア分析）、複数のほ乳類群
（ウマ科、ウシ科、ダイノテリウム類、ゴン
フォテリウム類、キリン科、カバ科、サイ科、
イノシシ類）のエナメル質の安定同位体分析
を行った。その結果、ナカリのヒッパリオン
は、強い葉食性であったこと、ナカリの植物
食ほ乳類群の大半は、C3 植物環境を利用して
いたことを明らかにした。この結果は、予想
通りナカリ層の堆積当時、この地域には森林
が存在していたことを示している。これらの
結果は、学会で発表した。 
 地質学調査については、ナカリ層全体の詳
細な柱状図作成、ナカリ層の堆積環境復元と
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放射年代と古地磁気層序を確立した。加えて、
広域踏査の結果、大型植物化石を大量に産出
する化石産地を発見し、予備的に資料を収集
した。今後は、古植物学者を調査に加え、当
時の森林の様子、降水量を明らかにする研究
を行う。 
 また、後期中新世におけるアフリカと西ユ
ーラシアをまたぐほ乳類の拡散過程を明ら
かにするため、ギリシア・イラン生物地区の
代表的な化石産地であるイラン、マラゲーに
おいて予備的な地質調査と発掘を行った。 
 
３．現在までの達成度 
 
①当初の計画以上に進展している。 
 
（理由）調査開始時の期待を上回る大量かつ
多様な霊長類化石を発見し、新種記載を行っ
た。このような化石産地は後期中新世のアフ
ロユーラシア全体で、ナカリしか知られてい
ない。化石の分析についても、咬耗パターン、
安定同位体分析など、多様なアプローチによ
る研究成果がすでに出ている。また、多量の
植物化石により、信頼性の高い古環境分析が
可能になった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 特に計画を変更する必要はないが、今後特
に力を入れる点を以下にあげる。 
（1）発掘継続による、霊長類化石、とりわ
けナカリピテクスの四肢骨化石の発見。断片
的なものが数個見つかっているが、機能的分
析をするには不十分である。人類と現生アフ
リカ類人猿の最後の共通祖先、すなわち、二
足歩行開始前の人類祖先の移動様式を明ら
かにすることを目指す。 
（2）歯の微小咬耗解析による、ナカリ霊長
類の食性復元を行い、オナガザルと類人猿の
間のニッチ分割・競争の程度を明らかにする。
これにより、人類と現生アフリカ類人猿の分
岐、その後の類人猿の衰退について、オナガ
ザルが果たした役割を明らかにする。 
（3）植物化石の分析により当時の降水量、
季節性の程度を明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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